













































































































































のさわり� � � をもまた、〈抄録〉というかたちで記述し続けたノートが山積している
ことはよく知られている。こうした〈書きとめる〉行為自体に向けられた記述者
の静かで熱い情熱は、旅の体験（もしくは読書体験）によって当人にもたらされ
た世界認識の新たな獲得のよろこびにあったのか、それとも近世・近代の識字層
の抱いた牧民意識の涵養とでもいったものに支えられていたのかをも考えてみた
いのである。
だが、〈江戸随筆〉として括られるこれらの史料の山巓の高さと裾野の広さに
思いをいたすとき、この企てはあまりに望蜀に過ぎるというものであろうか。
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